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一
種 の 集団 と し て 扱 つ て 細 る の で

， は つ き りし た 事 は い わ れ な い う：， 99 の 生 存期閤 は ，

一週 間位 と 思

う 。 （鈴木 実 ）

　　　　　　　 S σ塵≠如 c 駕 s露 に 於ける 2・type の 中間型 とそ の 分布 につ い て

弘　巨ゴ　ネL　一 良i‘　（ff9プく
9理 ・匹磊海）

　S．ira∬ a の 中 間 型 に っ い て は昨年 も発 表 した が ，
1954 年 12 月 よ り 195S 年 2 月迄 の 間， 向島 近 海 の

20　Stationに 於 て 多 数 の 個体 が 採集 さ れ た の で
， 種 々 の 程 度の 中 間 型 に つ い て の 形態 及 び 分 布 を 調べ る事 が

出来 た 。

　大型種 〔S．crassa ）及 び 小型種 （8 、　c．f．　naikaiensis ） を 区別す る特微 の うち 胞状組織 と繊毛 環 の 発達 程度

に ょ っ て 中間型 は 1D の 型 に 区別 さ れ る 。 繊 毛 環 は 中 聞型 に 於 て は 非常 に 変 異が 多 く体長乃至 は 成熟 の 度合

に対 しそ れ 程 重 要な意昧 が ない 様 で あ るが ， 胞 状継織 の 発達 は 略体長 に 比 例 し て い る様 で あ り ，
15mm 以 上

の 個体 で は 胞状組織 の 完全 な 発達 が 見 ら れ る 。

　こ れ らの 中問型 は 水温 の 高 い 12 月 に は 見 られ ず小型種 の み が 豊富 に 認 め ら れ る が，1 月 に 入 る と早 く水

温 の 下 る内 湾 の 地域 で 発 達 程 度 の 低 い 中 間型 の 出現 が あ り，小型 種 と認 め ら れ る もの は 殆 ん ど発 見 さ れ な い 。

2 月 K は 全 海域 の 水温 の 低下 に 伴 い 大 型種 を 含 む 中 間型 が 多数 見 られ る様 に な る 。

　 こ れ らの 瓶 か ら S．cra ∬ Cl に 於 て は ， 大型種 の 出現 が 水温 の 降下 と外洋水 の 存在 に 於 て 中間型 の 段階 を経

て 行 わ れ る もの と 考 え られ る θ

問　（］） 寓 3 α 幽娵 に は 何種類知 られ て 居 るか 。   Sa
．
oitta 　 t

’
rassa に は 幾 つ の fermae が 知 ら れ て 署 る

　か う （鈴木実）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

答 　（1）向島 近海 で は S．‘rassa 及 び S．　 ertj7ata の 二 種 が 報吉 され て い る 。 （2）．弄加 漏 碗 ∫〜∫ の み 。

有 明 海 に お け る ク チ ウ オ の 生 態 に つ い て

　 塚　 原 　　 博 ・塩 　 川 　　 司 （九 大 ・理 ・天草臨海）

　 タ チ ゥ オ は ト ロ ール 及 び 底 曳 漁業 の 重 要魚種 で あ る た め ，外 海 の 資源 の 生 態 学 的 厨 究 は な さ れ て い る が ，

1
内海及 び 沿 岸の 資源 の 生 態は 明 らか に され て い ない 。 私 ら は有明海内 の タ チ ウ オ に つ い て

， 回游
・
産卵 ・初

期 生 活 史 ・厨夜 の 垂 直 移 動 ， 漁蹼資源 の 季 節 的 消 長 及 び経 年 変動 を 明 らか に し た 。 卵 の 入 工 受精及 び 天 然 採

集 に ょ っ て
， 産卵 は 6− 11 月 に 亘 塾内湾 で 行 わ れ る こ とを 確 か め ， 稚 魚 の 採集 と と もに そ の 初期 生 活 史 を 明

ら か に し た 。 有 明海 の 釣漁場 で の 漁幾 の 季 節 的消 長 は 顕著 で
，

6 月及 び IE 月 に 好漁 の 山 が あ る が
，

こ れ は

産 卵 及 び 越冬前 の 強 い 索餌 に 原 因 し ， 外海資源 の 消長 と比 較 検討 して
， 有明海 の タ チ ウ オ は 東支那海 の もの

と同一種族 と 推定 し た 。 経年変動 か らは 資源 の 増 域は 認 め られ な い ， 夊 タ チ ゥォ は 夜問底 層 に あ り， 昼間 中

層 に 浮 い て 索 餌す る こ と を 魚群探知機 に よ り明 らか に し た D

日本海 にお け るオ ッ トセ イ の 廻游　犬 飼 哲　夫 （北 大 ・農 ・動）

　 こ の 動物 の 夏 の 蕃殖地 は PTibi［of ，　Commanclor，海豹島 で あ る が ，日本海 に 入 る の は 海豹 島 の も の で あ

る 。 吾太 平 洋 岸 に は 冬 期 に 前 二 者 の もの が 来 る が ， 津軽海嫉を 往来す る事実 が な い 故 に 7 日本海に は 宗谷海

峡を通 る もの だ け で
， 海豹島 の もの で あ る こ と は 確 か で あ る。

　 オ ツ ト セ イ が 海豹 島 を 離 れ る の は ll〜12 月で 冬期 に は 日本沿岸 に は 見 え な い か ら沿 海洲側 を南下す る と

思 わ れ る 。 内 田恵太 郎 教授 の 報告 で は朝鮮で ス ケ ト ウダ ラ の 網 に 入 る との こ とで
，

h ツ リ ヨ ウ 島 か ら 更 に

359N ま で 南 下 し早 春 に 能 登 半 島 沖 か ら吾 沿 岸 に 接 近 し ， 早春 に は青森 県沖 の 九 六 島附近 で 見 られ る b 北海

道 江 差附近 に 6 月上・
匐に 漂 蒼 し た もの もあ る 。 こ れ よ り北 上 して 宗各海峡 に 入 るが ，別 に オ ホ ツ ク海側で

，

知 床 半 島 に 漂 着 した もの もあ り ， 海豹 島 か ら は 太 平 洋 に 入 る もの もあ る こ と が 確 か で あ る が そ の 比 率 は 不 明
一
で あ る 。

（40 ）
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